
協同組織金融機関のコミュニティへの参加を規定する「コミュニティコベナンツ型融資制度」の開発
－コミュニティ参加による中小企業者支援をもたらす相互扶助の仕組み－
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背景

• 経営者の高齢化、事業承継人材の減少により廃業が進んでいる

• 地方の人口減少が進むことで新規事業チャレンジのリスクも増大

• 事業所数減少→地域の魅力減少→人口減少→地域経済の持続性低下

• 金融機関の同質化・同組合性が活かされていない＝存在意義について疑義が生じている可能性

会員等の間や協同組織金融機関と会員等の間で協働でアイデアが創発
されているコミュニティにはどのような特徴があるか？

地域で持続的に事業を行うためには、事業所は、地域とどのような関
係性を構築する必要があるか？

構成員間の相互扶助が生み出される会員等コミュニティを運営する
ためには、どのような要素が必要か？

協同組織金融機関が行う借り手の財務支援と事業支援を両立させるコミュニティ型の融資制度に必要な要素は何か？

RQ

コミュニティづくりこそが、
コミュニティバンクの本来業務なのではないか？

→地域性が強い協同組織金融機関（コミュニティバンク＝ＣＢ）として、会員である
事業者間の相互扶助を生み出すようなＣＢだからこそ運用可能な、コミュニティ型
の融資制度を開発することで会員と地域にとっての存在意義を確立する！
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信用供与を通じたコミュニ
ティ関与を促す行動変容

信用リスクの軽減
起業家間の信頼

コミュニティの構築

決算状況に応じた経営支援
経営の安定化

コミュニティ内での協業

リレバンによる
信用補完

仮説

情報の非対称性の
軽減

コミュニティ
成員間の「信頼」

研究デザイン

構成員がコミュニティに参加することで、協同組織金融機関は
どのような価値を構成員に提供することができるか？

研究の
価値

ロジック
モデル

現在の進捗（得られた示唆）
• 中小企業者が我が国経済において雇用・付加価値創出額という点で重
要な存在である。一方で付加価値率について課題がある

• 地域のために事業承継したいが、事業の将来性の懸念や、事業承継に
ついて相談する先がないことが課題→信頼できる相談先がない

• クラブ財は信頼関係の醸成のみならず金融機関の与信において重要な
情報の非対称性を緩和し、協同組織金融機関・会員に便益を生み出す

• 協同組織金融機関の組織会に存在しているソーシャル・キャピタル
（以下「SC」）について主成分分析を行った結果、「事業の特定化信
頼」という成分が構成されていることが明らかになった

• 事業者間の信頼をどう醸成するか、どういう工夫を行っているか

進捗
状況と
今後の
予定

今後の研究方針及び追加調査の実施
• コミュニティに着目した融資制度を研究するうえで、現在展開され
ている「ソーシャル・ファイナンス」の先行研究を追加調査する

• 事業者間の信頼を醸成することを目的にコミュニティ活動を運営し
ている信用金庫を抽出することを目的に、８月に全254信金を対象
とした質問紙調査を実施する。

• 会員間の相互扶助を実現するための運営を行い、かつ成果が表れて
いると認識している信用金庫を特定する。また信用金庫の特性（預
貸金量等）とコミュニティの関係性をクロス集計等で分析する

• 成果が表れている信用金庫に運営方法や会員等を巻き込む活動につ
いて半構造化インタビューを実施し、要因を特定する

インプット 活動
アウトプット
（活動結果）

初期アウトカム
（意識変容）

中間アウトカム
（行動変容）

最終
アウトカム

コミュニティの協働事業
機会や事例が増える

協働の重要性が認識される

自治体

飲食店創業者

外部専門家

飲食店向け創業塾開催

会員等コミュニティの
活性化に向けた活動

外部専門家と連携した
定期的な経営改善支援

相互扶助による連携や地縁
活動等が活性化する

決算情報・信用リスクに依
存しない融資取組み姿勢

コミュニティ活動に参加・
協働する事例が増加する

コミュニティ内の構成員に
対する信頼関係が増す

外部の事業承継者が地域に
新しい事業が創出される

商工会・会議所

コミュニティ・コベナ
ンツ融資制度の実装

協同組織金融機関

経営支援の成功事例
ＣＢ職員が本業支援に対す
る重要性を理解する

持続可能な地域社会
（経済）の確立

構成員支援の為の積極的
な融資が増加する

研究価値＝
ソーシャル・インパクト

コミュニティを構築するた
めの活動や支援が増加する

顧客・会員等

情報の非対称性が減少する

相互取引やビジネスマッチ
ング、顧客紹介の増加

事業者連携や共同での商品
開発等に対する意欲が拡大

事業承継調査
調査方法

プレ調査

鹿児島県大崎町の
全事業所を対象に
事業承継に関する
調査を実施

調査対象

先行研究

• 中小企業者
• ｿｰｼｬﾙ･ｷｬﾋﾟﾀﾙ
• 事業承継

質問紙調査

本調査

• ソーシャル
ファイナンス

質問紙調査

鹿児島相互信用金
庫の組織会員を対
象としたSC調査

追加調査

全信用金庫を対象に
コミュニティの運営
状況を調査

抽出した信金を対象に
コミュニティの運用実
態のインタビュー

追加調査

社会実装

仮説の導出 仮説検証 商品開発

フードトラック事業者向
けの融資制度として「コ
ミュニティ・コベナンツ
条項付き融資制度」を開
発し、実走する

コミュニティ
ファイナンス実装

現在の進捗 今後の研究

地方の事業所数は減少

「食」のコミュニティ
の構築・運営

コミュニティ参加を条件とす
る融資制度を開発しすること
で会員等に関与する必要があ
る

協同組織金融機関•出資
•信頼

融資×コミュニティ
コベナンツ＝制限条項
（守るべき融資規定）
でコミュニティ参加を規定

会員：中小企業者

相互扶助

会員等コミュニティ

今後の展開

会員等コミュニティの
価値・効用

現在までの研究

➡協同組織金融機関の抱える課題
• 同質化の危機感（個人的背景）
• SCの充実したｺﾐｭﾆﾃｨは「ﾘﾚｰｼｮﾝｼｯﾌﾟﾊﾞﾝｷﾝ
ｸﾞ」を推進しやすい（先行研究）

➡中小企業者の抱える課題
• 経営者の高齢化、低い生産性（先行研究）
• 事業の相談先は①家族に次いで②事業者コ
ミュニティの信頼度が高い（質問紙調査）

➡中小企業者の重要性
• 多様性と地域密着（先行研究）
• 雇用吸収力と付加価値額（先行研究）

地域

• 会員間の信頼醸成を目的と
したコミュニティ運営を
行っているＣＢはあるか？

• そこではどのような活動が
行われているか？

⇩

明らかにしたいこと
• コミュニティ・コベナンツ
付融資制度は必要か？

• コミュニティコベナンツ融
資が中小企業者支援に寄与
する要素とは何か？

半構造化インタビュー

協同組織金融機関は、コミュニ
ティへの参画を促すことで、中
小企業者の相互扶助による持続
的経営を支援することができる

先行研究からの仮説
⇩

①情報の非対称性
軽減（ｸﾗﾌﾞ財）

②会員間の信頼
（ｿｰｼｬﾙ･ｷｬﾋﾟﾀﾙ）


